
申請不要

基本測量での使用
を想定している

測定精度に影響を及ぼさないと
認められるもの（外観の変更、
通信装置の追加又は排除など）

Yes

基線場における
観測は不要

Yes

No

変更内容は測量
機器か解析ソフ
トウェアか※2

Yes

基線場における
観測が必要

測量機器

測定精度に影響を及
ぼす解析ソフトウェ
アの修正はあるか

No

帳票類のレイアウト等
の調整やユーザーイン
ターフェースの変更か

No

Yes

基線場における
観測は不要

No

今回の申請は
新規か

基線場における
観測が必要

Yes

No

登録申請する製品
は、機種登録済み
製品のOEM製品か

No

Yes

解析ソフトウェア

※1 測量機種登録事務処理要領第3条第2項。添付する性能概要は登録済み機種と登録を受
けようとする機種の二通り用意する。
※2 測量機器と解析ソフトウェア両方変更する場合は、両方について確認を行い、資料は
１つにまとめて調製する。なお、内容が重複する資料は兼用可能とする。
※3 測量機種登録事務処理要領第8条第1項第二号のただし書以下を参照。
※4 RINEX4.01対応やL1C/B信号対応など、国土地理院から対応についてアナウンスしたも
のは除く。対応についてはアナウンスの内容に従うこと。
※5 初回登録時に用いた観測データ等を使用して基線解析を行っても差し支えない。

※1

※3

機種登録申請（GNSS測量機）フローの開始

第３条第１項第一号か
ら第三号までの資料

第３条第１項第一号
から第三号までの資料

事務的な変更（申請
者名などの変更）か

No

Yes

第３条第１項第二号に
準じた資料※5

登録済バージョンの解
析ソフトウェアが引き
続き使用可能か※4

Yes

No

変更申請書のみ

第３条第１項第三号
の資料

フロー内の条項は、測量機種登録事務処理要領の条項を指す。
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